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1964 年、p. 305f 参照。このような解釈はショーペンハウアーの生前から行われて
いた。Cornill, Adolph: Arthur Schopenhauer, als Uebergangsformation von 
einer idealistischen in eine realistische Weltanschauung. Heidelberg: Mohr, 










Kamata, Yasuo: Der junge Schopenhauer. Freiburg/München, 1988. （本来は
„Wille und Vorstellung - zum Grundgedanken der Schopenhauerschen 







『理想 特集ショーペンハウアー哲学の最前線』No. 687、理想社、2011 年。 
8 Kamata, Der junge Schopenhauer. S. 37-S. 39 参照。 







































象」『ショーペンハウアー研究』vol. 5、日本ショーペンハウアー協会 2000 年。伊
藤貴雄「ショーペンハウアーの表象一元論と倫理」『ショーペンハウアー研究』
vol. 6、日本ショーペンハウアー協会、2001 年。 
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14 Diss, 18. 『根拠律』p. 23f. 




究』vol. 16、日本ショーペンハウアー協会、2011 年、p. 60-p. 83。 
18 Diss, 7. 『根拠律』p. 9. 
19 Diss, 7. 『根拠律』p. 9. 
20 Diss, 7. 『根拠律』p. 9. 



























































22 WII, 5. 全集 5, p. 18. 
23 WII, 64. 全集 5, p. 63f. 




















































（Kant, Kritik der reinen Vernunft. B1. カント『純粋理性批判』篠田英雄訳、
p. 57f） 
26 「私は認識する（考える）」ということに関連するショーペンハウアーの重要な叙


























































である。」（Diss, 68. 『根拠律』p. 93f）ここでは、より厳密な形で「認識主観」に
ついて問うている箇所である。 
27 WII, 9. 全集 5, p. 23f. 


















































なる権利もない。」（WII, 22f. 全集 5, p. 43） 










































































































                                               
31 Diss, 18. 『根拠律』p. 23f. 
32 Diss, 68. 『根拠律』p. 93 参照。 































                                               
33 Diss, 18. 『根拠律』p. 23f. 
34 Diss, 92. 『根拠律』p. 129 参照。 
35 Diss, 18f.『根拠律』p. 24. 

























































[概念]に関わるからである。」（Diss, 86f. 『根拠律』p. 120f） 
37 WI, 13. 『意志と表象としての世界 Ⅰ』p. 26f. 
38 Diss, 21. 『根拠律』p. 28 参照。 
39 Diss, 22. 『根拠律』p. 30 参照。 




































ある。43 以上が第二類の表象についての説明である。  
                                               
40 Diss, 23f. 『根拠律』p. 31f 参照。 
41 Diss, 49. 『根拠律』p. 67. 



























































44 Diss, 62. 『根拠律』p. 85f. 
45 Diss, 63. p. 87. 










































Kamata, Der junge Schopenhauer. S. 117, S. 166-S. 171 参照。 
鎌田康男「若きショーペンハウアーにおける『表象としての世界』の構想 ― シ
ョーペンハウアー研究の新視覚を求めて（第一部）― 」『武蔵大学人文学会雑誌』
武蔵大学人文学会、1988 年、p. 56-p. 64 参照。 














































                                               








50 Diss, 68. 『根拠律』p. 93. 



























                                               
51 Diss, 72. 『根拠律』p. 100f. 







„Unsre gesamte Erkenntniß, wie sie unser Bewußtseyn ausmacht (denn alles 
Bewußtsein liegt im Erkennen), läßt sich eintheilen in eine äußere und innre 
(Bewußtsein des eigenen Selbst und anderer Dinge). Die äußere ist 
ausschließlich die objektive Anschauung von Dingen in Raum und Zeit: jedoch 
gehören die aus dieser gebildeten allgemeinen Begriffe ihr auch an, als ihr 
Produkt. Die innere ist ausschließlich die Erkenntniß des eigenen 
Willens*[92]): weil aber diese innre Erkenntniß die Zeit allein, ohne den Raum, 
zur Form hat:[･･･] ” 
53 Diss, 74. 『根拠律』p. 103. 
54 Diss, 80. 『根拠律』p. 111. 











































                                               
55 自発性と意志との等置について、また「注意（Aufmerksamkeit）」理解を介す
るカントの自発性とショーペンハウアーの意志との詳細な比較研究については、鎌
田康男著「構想力としての世界」（p. 12-p. 16）参照。 













































                                               
56 Diss, 76. 『根拠律』p. 106. 


































































                                               
57 PI, 87. 全集 10, p. 126f. 












































                                               
58 鎌田康男「若きショーペンハウアーにおける『表象としての世界』の構想 ― シ
ョーペンハウアー研究の新視覚を求めて（第二部）― 」『武蔵大学人文学会雑誌』
武蔵大学人文学会、1988 年、p. 45f 参照。Zeller, Eduard: Geschichte der 
Wissenschaften in Deutschland. Neuere Zeit. Geschichte der deutschen 
Philosophie seit Leibniz. Dreizehnter Band. München: R. Oldenbourg, 1873, 
S. 885f 参照。 
59 PI, 88f. 全集 10, p. 127f. 



















































                                               
60 PI, 89. 全集 10, p. 128-p. 129. 
61 基本的に本文、脚注において、これらの著作名は凡例に従い略記している。 











































                                               
62 WI, 320. 『意志と表象としての世界 Ⅱ』p. 23f. 
63 WI, 319. 『意志と表象としての世界 Ⅲ』p. 237f. 
64 WI, 320. 『意志と表象としての世界 Ⅲ』p. 239. 








































                                               







と表象としての世界 Ⅱ』p. 242） 
67 WI, 323. 『意志と表象としての世界 Ⅱ』p. 244. 
























































69 WI, VIIf.『意志と表象としての世界 Ⅲ』p. 248. 











































のはたやすいが、道徳を基礎付けるのはむずかしい」（Moral predigen ist 








                                               
70 E, 105f.「道徳の基礎」p. 183. 




























































































                                               
73 E, XI. 「道徳の基礎」p. 17f. 
74 E, 202. 「道徳の基礎」p. 315f. 





























てもそうである。」（WI, 78. 『意志と表象としての世界 I』p. 147f） 
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についての論文は約 30 本、Ethik に関する論文は約 50 本存在する。さらに『ショ
ーペンハウアー年報』以外の研究誌や単行本などを合わせると、倫理学、道徳論を












































いる先行研究はいくつか見られるが、「認識」の定義は、主に「tat tvam asi 汝は
それなり」79 や「個体化の原理を看破する」80 という表現にそのまま留まる傾向が

















なるというまさにそのことなのである。」（WI, 474. 『意志と表象としての世界 
Ⅲ』p. 216） 
79 WI, 260. WI, 420, 442.『意志と表象としての世界 Ⅱ』p. 119. 『意志と表象と
しての世界 Ⅲ』p. 110, p. 152. 
80 「個体化の原理」、現象の形式が、彼をかたくとらえることはもはやない。むし

























                                               
ろ彼が他の人に見てとる苦しみは、自分自身の苦しみとほとんど同じくらい切実に




（WI, 483. 『意志と表象としての世界 Ⅲ』p. 232） 
81 Heydorn, Heinz-Joachim: „Mitleid und Erkenntnis im Werk Arthur 
Schopenhauers“, Schopenhauer-Jahrbuch 53, Schopenhauer-Gesellschaft, 1972, 
S. 61 参照。 
Malter, Rudolf: „Erlösung durch Erkenntnis“,: Zeit der Ernte. Studien zum 
Stand der Schopenhauer-Forschung. Festschrift für Arthur Hübscher zum 85. 
Geburtstag. Hrsg. von Wolfgang Schirmacher. Stuttgart-Bad Cannstatt: 
Frommann-Holzboog, 1982, S. 48 参照。 
82 例えば、「内的で直接的で直覚的な認識」という一見自明の表現によって定義さ
れる「認識」である。その内実の解釈は、研究者それぞれに委ねられる。WI, 452. 
『意志と表象としての世界 Ⅲ』p. 174 参照。 
83 詳細は後述の本章第二節参照。 













                                               
84 上野山晃弘「ショーペンハウアーと動物倫理 － 共苦の倫理学の現代的意義 
－」『理想 特集 ショーペンハウアー哲学の最前線』、No. 687、理想社、2011
年、p. 139-p. 148 参照。 




Kamata, Yasuo: „Platonische Idee und die anschauliche Welt bei Schopenhauer. 
Schopenhauer-Jahrbuch, 70, Schopenhauer-Gesellschaft, 1989, S.84-S.93 参















く、哲学的類比関係であると考えられている。（Kamata, Der junge 
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の関連91 ＝8 本 
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12：プラトン的イデア（platonische Idee）との関連93 ＝6 本 




„Die immer neue Aktualität Schopenhauers. Das ,Mitleid‘ als Ansatzpunkt zum 
Frieden“, Schopenhauer-Jahrbuch 69, Schopenhauer-Gesellschaft, 1968, S. 273-
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13：自発性（Spontaneität）との関連94 ＝4 本 
14：類比（Analogie）との関連95 ＝5 本 
15：規範（Norm）との関連96 ＝4 本 
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禄と補遺』の使用は 54 本中、16 本であり、『根拠律』の使用の 2 倍以上であること
も特筆すべきことであろう。これらの結果は、これまでのショーペンハウアーの倫
理学研究が学位論文『根拠律』に基礎を置く超越論的観念論をもとに理解されてい
                                               
94 自発性は、プラトン的イデアを生成する働きである構想力と関わりが深い。（鎌
田康男「構想力としての世界」『理想 特集 ショーペンハウアー哲学の最前線』、
























ー『意志と表象としての世界 Ⅲ』p. 175） 
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ないという傾向を示している。 









ショーペンハウアーの先行研究は、（論文、単行本等含む）1912 年から 2013 年の
間におよそ 780 以上存在し、そのうち『ショーペンハウアー研究』に掲載された論





















                                               
99 日本におけるショーペンハウアー受容、および先行研究史については、筆者が
2013 年 8 月の国際会議（世界哲学会義/ギリシャ・アテネ）で発表した「ショーペ
ンハウアーの博士論文出版 200 年後の日本におけるショーペンハウアー受容の転
換/Die Wende in der japanischen Schopenhauer-Rezeption im 200. Jahr nach 
Erscheinen der Dissertation」（ドイツ語）において詳細に述べている。これは未
刊行の論文であるため、補論一として本稿末尾に付す。 

































                                               
100 テオドール・W・アドルノ『否定弁証法』木田元・徳永恂・渡辺祐邦・三島憲







はしないつもりである。」WI, 320.『意志と表象としての世界 Ⅱ』p. 239.  








































象としての世界 Ⅲ』p. 210.  
104 Früchtl, Josef: „ , Moral begründen ist schwer’." Die Rolle der Mitleidsethik 
bei Adorno und Habermas“, Schopenhauer-Jahrbuch 72, Schopenhauer-
Gesellschaft, 1991, S. 37-S. 38 参照。 


































ば信仰〕のうちにもっているのである。」WI, 482. 『意志と表象としての世界 
Ⅲ』p. 230） 
106 脚注 102 引用参照。 
107 ルドルフ・マルター：元国際ショーペンハウアー協会会長（在任期間 1984 年-
1992 年）。Malter, Rudolf: „Erlösung durch Erkenntnis“, Zeit der Ernte. 
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位論文『根拠律』の議論との関わりで倫理学を述べるものはごく僅かである。それ
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126 WI, 310. 『意志と表象としての世界 Ⅱ』p. 220. 
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Schopenhauer”, Schopenhauer Handbuch Leben-Werk-Wirkung. Hrsg. von 
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S. 159-S. 160 参照。 
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158 E, 196. 「道徳の基礎」p. 306f. 

















































なのである。」WI, 77. 『意志と表象としての世界 Ⅱ』p. 145f. 
160 E, 196. 「道徳の基礎」p. 306f. 













































                                               
161 WI, 124f. 『意志と表象としての世界 I』p. 230f. 
162 WI, 125. 『意志と表象としての世界 I』p. 231f. 
163 E, 196. 「道徳の基礎」p. 306f. 





















































                                               
164 WI, 62. 『意志と表象としての世界 I』p. 118. 
165 Diss, 91. 『根拠律』p. 128.  



































                                               
166 WI, 478. 『意志と表象としての世界 Ⅲ』p. 224f. 







ンハウアー 兵役拒否の哲学 ― 戦争・法・国家 ―』晃洋書房、2014 年、
p. 221） 













































ないということを言えるであろうか。」（E, 202. 「道徳の基礎」p. 315） 
170 『意志と表象としての世界 III』p. 225 参照。また、拙著「意志の否定と義へ
の意志 ― ショーペンハウアーとルターにおける自由と自己中心性の克服 ―」
p. 89f 参照。 
171 E, 204. 「道徳の基礎」p. 318. 































                                               
172 E, 257. 「道徳の基礎」p. 390. 















人々にとっては大いに利益がある。」（Diss, 77f. 『根拠律』p. 107f） 







































のであろう」（E, 128. 「道徳の基礎」p. 212）と述べている。ここでショーペン
ハウアーが意図していることは、生きんとする意志の肯定をせずに、意志の否定へ
の道へと進む「禁欲」こそが、自殺反対の道徳的動機として認められる、というこ


















































                                               
ていることになるのであり、意志はもはやそういう仕方以外においては自分を肯定
することができなくなっているからなのである。」（WI, 472. 『意志と表象として
の世界 Ⅲ』p. 212f） 
177 E, 205f. 「道徳の基礎」p. 319f 参照。 
178 E, 210. 「道徳の基礎」p. 325 参照。 














































                                               
179 WI, 444. 『意志と表象としての世界 Ⅲ』p. 156f. 
180 E, 208. 「道徳の基礎」p. 322f. 
















































                                               
181 E, 197. 「道徳の基礎」p. 308. 
182 WI, 124. 『意志と表象としての世界 I』p. 230f. 
183 WI, 391. 『意志と表象としての世界 Ⅲ』p. 55 参照。 
184 E, 272. 「道徳の基礎」p. 411. 





























































ならないであろう。」（E, 270. 「道徳の基礎」p. 408） 






























                                               











Literatur-Zeitung, Jahrgang 1791, Band 3, Numero 199, S.162, „Hannover, b. 
Ritscher: D. Ubald Cassinas, öffentlichen Lehrers der Moralphilosophie zu 
Parma, analytischer Versuch über das Mitleiden, herausgegeben und mit 
verschiedenen Anmerkungen versehen, von D. Johann Baptista Gualengo, 
Lector im Kloster Casino. Aus dem Italienischen übersetzt, von Karl Friedrich 


























                                               





188 „Ich glaube mich in dem, was ich gesagt habe, nicht zu irren, und der Versuch 
den ich meinen Lesern vorlege, mag eine Prove hievon seyn. Das Mitleiden 
scheint in der That in einem Gefühl zu bestehen, welches von der Selbstliebe 
eines jeden Himmelweit unterschiden ist, und man will überhaupt, daß wir, 
wenn wir andre bemitleiden, durchaus keine Rücksicht auf die Liebe zu unsrer 
eigenen Wohlfahrt nehmen. Nichts destoweniger fühle ich mich nach der 
genauesten Zergliederung, welche ich hierüber habe anstellen können, 
gedrungen, zu glauben, daß das Mitleiden mit der Selbstliebe einerlei, oder doch 
eine Modifikation davon ist. ” (Caßina, Ubald: öffentlichen Lehrers der 
Moralphilosophie zu Parma, Analytischer Versuch über das Mitleiden. Hrg. und 
mit verschiedenen Anmerkungen versehen von D. Johann Baptista Gualengo, 
Lector im Kloster Casino. Aus dem Italiänischen übersetzt von Carl Friedrich 
Pockels. Hannover: Christian Ritscher. 1790, S. XXV 5) 


























として示すところにまで到達するのである。」„Ein Mundarzt, welcher täglich mit 
Stahl und Feuer an menschlichen Körpern arbeitet, stets Wunden und Beulen 
vor seinen Augen hat, und das Seufzen und Geschrei unglücklicher Menschen 
täglich hören muß, scheint bei ihrem Schmerz ganz fühllos zu seyn, und muß 
würklich sehr oft unmenschlich und grausam handeln. Woher kann dies anders, 
als vom Nachdenken und der Gewohnheit entstehen? Er weis, daß der Schmerz, 
welchen er andern verursacht, ihnen nachher großes Vergnügen gewähren wird, 
und sieht endlich nach und nach ein, daß die Uebertragung seines Schmerzes 
auf einen äußern Gegenstand nichts, als eine Täuschung sey. Die Lebhaftigkeit 
seiner Ideenverbindung nimt immer mehr und mehr ab, und er bringt es endlich 
so weit, daß er, um mich so auszudrücken, die Körper der Lebendigen eben so 


























































                                               
191 カッシーナは、自分自身の共苦論は「一般論ではない」という断りを入れてい
る（Caßina, S. XXXV 参照）。 
192 WII, 691f. 全集 7, p. 221f. 
193 第三の意味における「共感」は当時のドイツにおける医療に関するものである
と思われるが、本稿とは直接の関わりがないため、考察の対象外とする。 
































                                               








めて（第二部）― 」p. 5f 参照）。 
196 E, 209. 「道徳の基礎」p. 324. 「原現象」と「プラトン的イデア」に関する先
行研究は以下を参照。鎌田康男「若きショーペンハウアーにおける『表象としての






























































                                               
197 E, 211. 「道徳の基礎」p. 327. 
198 WI, 61f. 『意志と表象としての世界 I』p. 116f 参照。 
199 WI, 61. 『意志と表象としての世界 I』p. 116。 
200 WI, 61. 『意志と表象としての世界 I』p. 117。 
201 WI, 61. 『意志と表象としての世界 I』p. 116 参照。 

























                                               




（Reginster, Bernard: Niezsche, Natualism, and Normativity. Hrsg. 
Christopher Janaway und Simon Robertson. Oxford University Press, 2012, 
p. 168 参照。） 
203 WI, 321. 『意志と表象としての世界 Ⅱ』p. 241 参照。 
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第五章：自他の超越論的考察 I ― 身体論による「一般的他」の基礎づけ ― 
 































                                               
204 Diss, 36f. 『根拠律』p. 48f 参照。 
205 Diss, 36f. 『根拠律』p. 48f 参照。ショーペンハウアーはカントの認識論の受
容において、実体性の中でも、特に持続性を重視していたと考えられるが、詳細は
別稿に委ねたい（WII, 559. Kant, Kritik der reinen Vernunft. B230 参照）。 
206 WI, 120. 『意志と表象としての世界 I』p.222 参照。ただし初出は NHI, 174 
(Manuskripte 1814). Kamata, Der junge Schopenhauer. S. 220f, 248f, 255f 参
照。 
207 WI, 451. 『意志と表象としての世界 Ⅲ』p. 173 参照。 

























                                               
208 WI, 128. 『意志と表象としての世界 I』p. 237. 
209 WI, 341. 『意志と表象としての世界 Ⅱ』p. 283 参照。 









こそ、カントと思索を共にするといえるのである。」（PI, 181. 全集 10, 
p. 243f） 




『ショーペンハウアー研究』vol. 16、日本ショーペンハウアー協会、2011 年。 
213 WI, 128, 120. 『意志と表象としての世界 I』p. 221, p. 238 参照。 
214 「いわゆる内官においては、[…]意志以外の何ものも存在しない。」E, 23. 「道
































                                               
徳の基礎」p. 78. 他 HNIV (1), 136 (Cogitata II)参照。 
215 Kamata, Der junge Schopenhauer. S. 157f. 参照。 
216 Kamata, Der junge Schopenhauer. S. 209- S.223 参照。鎌田康男「意志が物
自体である、とはどういうことか？― ショーペンハウアー哲学形成期におけるカ
ント『純粋理性批判』原則論の受容から見る『意志のアナロジー』」『ショーペンハ
ウアー研究』vol. 16、日本ショーペンハウアー協会、2011 年、p. 68-p. 75 参照。 
217 超越論的な意味における身体は、経験の生起する場としての直接的客観（認識
主観）であり、時間、空間的に知覚される間接的客観（認識対象としての自己）か
ら区別される。 Diss, 26f. 『根拠律』p. 34 参照。 
218 WII, 277. 全集 6, p. 94.  
































                                               
219 „Der Willensakt und die Leibesaktion sind nicht Ursach und Wirkung: denn 
zwischen ihnen ist keine Zeit: sondern sie sind Eines und Dasselbe: auf 
doppelte Weise wahrgenommen: einmal in der innern Erkenntniß (innerer 
Sinn) als Willensakt, und 2tens zu gleicher Zeit in der äußern Anschauung als 
Aktion des Leibes.“ HNIV (1), 192 (Pandectae II) 
220 „Es ist ein Hauptsatz meiner Philosophie daß der Leib nur die Objektität, 
Sichtbarkeit des Willens, und daher mit diesem identisch ist, wobei freilich die 
Zeit als Form der Objekte nur dem Leib, nicht dem Willen zukommt. Wo aber ist 
der Beweis jener Identität? Es gibt keinen; sondern die Identität ist uns 
unmittelbar gegeben.“ HNI, 292 (Manuskripte 1814) 



























                                               
221 HNIII, 61 (Adversaria) 
222 WII, 281. 全集 6, p. 99. 














（WI, 13. 『意志と表象としての世界 I』p. 27f） 








































                                               
225 WII, 279. 全集 6, p. 97f. 





続的な動き」は「直接的に悟る」こと（ein ganz unmittelbares Innerwerden）に



























                                               
226  „Ueberhaupt aber ist mein Leib auf 2 ganz verschiedene Weisen zu 
betrachten, 1) sofern er unmittelbares Objekt des Erkennens ist; und dies ist was 
man in der Physiologie seine S e n s i b i l i t ä t nennt. 2) sofern er die 
Erscheinung des Willens ist; dies ist was man seine I r r i t a b i l i t ä t nennt. 
Jedoch ist auch das Verhältniß der Sensibilität zur Irritabilität in meinem Leibe 
als Erscheinung meines Willens anzusehn, wie überhaupt meine ganze 
Korporisation. Sensbilität ist das erlösende Princip: Irritabilität das 
Verdammende. Im Menschen ist die Sensibilität höher gesteigert als bei allen 
Thieren: ein Regenwurm scheint fast lauter Irritabilität: so auch ein Aal, ein 
Frosch u. s. w. “ HNI, 292 (Manuskripte 1814) 






















































































                                               
228 WI, 123. 『意志と表象としての世界 I』p. 228. 



































                                               
229 Diss, 36f. 『根拠律』p. 49. 
230 WI, 14. 『意志と表象としての世界』p. 28. 
231 WII, 312. 全集 6, p. 139 参照。 
232 E, 22. 「道徳の基礎」p.22. HNIV (1), 136 (Cogitata II), 
192 (PandectaeII)HNIII, 61 (Adversaria)参照。 

































                                               
233 E, 229. 「道徳の基礎」p. 352 参照。 
234 感情（Gefühl）と情動（Affekt）を等置する例として、以下の箇所が挙げられ












とから生ずる。」（WII, 680. 全集 7, p. 208） 
237 Diss, 27. 『根拠律』p. 35 参照。 
































                                               
238 WII, 41. 全集 5, p. 69f. 
239 „Unsre gesamte Erkenntniß, wie sie unser Bewußtseyn ausmacht (denn 
alles Bewußtsein liegt im Erkennen), läßt sich eintheilen in eine äußere und 
innre (Bewußtsein des eigenen Selbst und anderer Dinge). Die äußere ist 
ausschließlich die objektive Anschauung von Dingen in Raum und Zeit: jedoch 
gehören die aus dieser gebildeten allgemeinen Begriffe ihr auch an, als ihr 
Produkt. Die innere ist ausschließlich die Erkenntniß des eigenen 
Willens*[92]): weil aber diese innre Erkenntniß die Zeit allein, ohne den Raum, 
zur Form hat:[･･･]” HNIII, 61 (Adversaria) 
240 「[･･･]悟性の機能により、そしてそれが感性の二形式に適用されることにより
[･･･]身体に生じた結果の原因も、力の基体すなわち実体として、空間に現存する
ものとして、認識される。」（Diss, 26. 『根拠律』p. 35） 
















は「意志の適切な客観性」（die adäquate Objektität des Willens）と呼ばれるが、
これは表象の範型（標準直観）であるプラトン的イデアの存立に243、自発性として
の超越論的意志が関与するためである。244 『根拠律』の議論を踏まえて言えば、プ



















象」『ショーペンハウアー研究』vol. 5、日本ショーペンハウアー協会 2000 年、
p. 27） 
243 Diss, 62. 『根拠律』p. 85f 参照。 













































的な、強制された活動への移行を証明する。」（WII, 236. 全集 6, p. 40） 
245 Diss, 78. 『根拠律』p. 109. 
246 Diss, 27. 『根拠律』p. 35. 













































                                               
247 直接的客観の特性として「間接的客観を仲介できる客観」であることが挙げら
れている（Diss, 27. 『根拠律』p. 35 参照）。 


























































                                               
248 WII, 212. 『意志と表象としての世界 Ⅱ』p. 123f. 
































                                               




拠律』p. 71.  



























































































257 WII, 514. 全集 6, p. 401. 
258 WII, 522. 全集 6, p. 410f. 





































                                               
259 WII, 514. 全集 6, p. 402. 
260 WI, 308. 『意志と表象としての世界 II』p. 218 参照。 
261 WI, 308. 『意志と表象としての世界 II』p. 217f. 
262 WI, 310. 『意志と表象としての世界 II』p. 220. 




































                                               
263 WI, 311. 『意志と表象としての世界 II』p. 222. 
264 WI, 310. 『意志と表象としての世界 II』p. 220. 
265 Go, 62f. 『根拠律』p. 85f、および本稿第二章第二節参照。 
266 WII, 512. 全集 6, p. 399. 







































                                               
267 WII, 512. 全集 6, p. 399. 
268 WI, 307. 『意志と表象としての世界 II』p. 213. 












































270 Diss, 38. 『根拠律』p. 52. 
271 Diss, 18. 『根拠律』p. 24. 
272 Diss, 18. 『根拠律』p. 23f 参照。 














































                                               
273 Diss, 70. 『根拠律』p. 96f. 
274 鎌田康男「若きショーペンハウアーにおける『意志としての世界』の構想 ― 
ショーペンハウアー研究の新視覚を求めて（第二部）― 」『武蔵大学人文学会雑
誌』武蔵大学人文学会、1989 年、参照。 
275 WI, 262. 『意志と表象としての世界 II』p. 125. 












































にほかならないのである。」（WII, 478. 全集 6, 
p. 356f） 
277 WI, 153f. 『意志と表象としての世界 II』p. 287 参照。 








































                                               
278 WI, 263. 『意志と表象としての世界 II』p. 126. 




























                                               
279 E, 249. 「道徳の基礎」p. 379. 
280 ショーペンハウアーは倫理学の中で、繰り返し「欲するということは、教える
ことができない」（Velle non disctitur.）と述べる。（WI, 347. 『意志と表象とし









が必要であろう。」（E, 254. 全集 9, p. 386） 
281 E, 254. 全集 9, p. 387. 































                                               










めしているならば。」（E, 270. 「道徳の基礎」p. 409） 
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2. 1900 年代前半から 1945 年までの研究動向 
3. 1946 年から 1988 年（日本ショーペンハウアー協会設立以前）の研究動向 





















Institute of Informatics）の Cinii（Citation Information by NII）、そして日本シ
ョーペンハウアー協会による『ショーペンハウアー研究』を参考にしている。日本
におけるショーペンハウアー受容史の先行研究としては今回は特に、松村要、茅野
                                               
284 本稿は、2013 年に開催された「XXIII World Congress of Philosophy （第 13
回世界哲学会議）」における、国際ショーペンハウアー協会ソサイエティーミーテ
ィング（8 月 2 日）での発表原稿の邦訳である。ドイツ語タイトルは以下の通りで
ある。„Die Wende in der japanischen Schopenhauer-Rezeption im 200. Jahr 
nach Erscheinen der Dissertation”。 
285 松村による書誌情報は 1993 年から 2006 年までの『ショーペンハウアー研
究』における「日本におけるショーペンハウアー書誌」（その一）から（その十
一）にまとめられている。 





アー協会が誕生してから 26 年目となる。現在までに発刊された研究誌は 19 巻
177 論文を数える。（ニーチェ部会の別巻 2 巻を含む。）日本ショーペンハウアー協
会は、年一度の全国大会を中心に、関東、関西各地区の月一度の研究会、そして定













2. 1900年代前半から 1945年までの研究動向 
 
本章では主に約 100 年前から、1945 年（第二次世界大戦終了後）までを一区切
りとして扱う。前述したとおり松村要による文献資料から、それらのタイトルと概
要を参考に、約 40 項目に分けて研究内容を分類した。なお、松村要の資料によれ
ば、大正期 1912 年から昭和期 1981 年の間に、「単行本」あるいは「単行本一部所
載」にショーペンハウアーに関する記述がなされた文献は 360 冊である。今回は
それらの論文に加え、1955 年から 2012 年の間に発行した「論文」214 本、そし
て 1993 年から 2012 年の間に『ショーペンハウアー研究』に掲載された論文 185
本等（他のショーペンハウアーに関する単行本に収録されている論文）を合わせ
て、約 780 本の文献および論文の表題および一部の内容より約 40 の項目に分けて
分類した。松村の資料によると、1900 年代前半（正確には 1912 年）から 1945 年
の間に出版された日本人によるショーペンハウアーに関する記述がある単行本は
177 冊である。多い項目順に挙げると、以下の通りである。「思想史」関連：49
冊、「女性観、性、恋愛観」：15 冊、「倫理学」：15 冊、「人生観」：12 冊、「哲学シ
ステム」287 12 冊、「影響・受容史」：9 冊、「伝記（家庭）」：6 冊、「厭世観」：5
                                               
286 茅野良男「日本におけるショーペンハウアーの受容とその課題（その一）」『シ
ョーペンハウアー研究』Vol. 14、日本ショーペンハウアー協会、2009 年、p. 5 参
照。 
287 ショーペンハウアーの主著『意志と表象としての世界』、学位論文『充足根拠







図 1 1912 年-1945 年単行本傾向図 
 

















                                               
律』を中心とする研究を指す。 
288 井上、p. 63 参照。 






























励し、保守的な気風を培おうとする風潮があり、1884 年 1 月に、最初のショーペ
















アムのショーペンハウアー」p. 168-p. 178 参照。） 











社、1974 年、p. 282） 
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294 鎌田康男「構想力としての世界 ― 『純粋理性批判』演繹論の受容から見る初
期ショーペンハウアー哲学の再構築 ―」『理想』第 687 号、理想社、千葉、2011
年 p. 12 参照。 
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69巻・論文 1988 ○ ○
16 E7 Fleiter, Michael (Frankfurt a. M.)
Schopenhauers Metaphysik und Ethik im
historischen Kontext
「歴史的文脈におけるショーペンハウアー
の形而上学と倫理学」 69巻・論文 1988 ○ ○ ○ ○
17 M3 Tôyama, Yoshitaka
Die immer neue Aktualität Schopenhauers.
Das „Mitleid" als Ansatzpunkt zum Frieden
「常に新しいショーペンハウアーの現在性
















69巻・論文 1988 ○ ○ ○
20 Mo10, E8 Cartwright, David E. (Whitewater)
Schopenhauer as Moral Philosopher -
Towards the Actuality of his Ethics
「道徳哲学者としてのショーペンハウアー
彼の倫理学の現代的方向」 70巻・論文 1989 ○ ○ ○ ○
21 M4 Funke, Gerhard (Mainz)
Ethik als Grundwissenschaft - Handeln aus
Klugheit, Neigung, Pflicht, Ehrfurcht,
Mitleid?
「根本学としての倫理　狡猾さ、傾向性、義
務、畏怖からの行為？」 70巻・論文 1989 ○ ○ ○ ○
22 M5 Fleiter, Michael (Frankfurt a. M.)
Goedert, Georges, Nietzsche der





23 PI2 Kamata, Yasuo (Nagaoka-shi)








Früchtl, Josef (Frankfurt a. M.)
Moral begründen ist schwer. Die Rolle der
Mitleidsethik bei Adorno und Habermas
「道徳の基礎付けは難しい　アドルノとハー








Mitleidsethik im Dialog mit Abhandlungen





72巻・議論 1991 ○ ○ ○ ○
26 Mo12 Mall, Ram Adhas (Wuppertal)
Die Ohnmacht der Vernunft in der Moral.
Anmerkungen zu Hume und Schopenhauer
「倫理における理性の無効　ヒュームと
ショーペンハウアーへの批評」 72巻・論文 1991 ○ ○ ○
27 E11 Janssen, Paul (Köln)
Die asketische Ethik Schopenhauers und






28 M8 Kiowsky, Hellmuth (Weil am Rhein)









76巻・論文 1995 ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 Mo14 Wischke, Mirko (Halle an der Saale)
Nähe und Differenz in der Moralphilosophie
von A. Schopenhauer und Th. W. Adorno
「ショーペンハウアーとアドルノにおける道
徳哲学の近さと遠さ」
77巻・論文 1996 ○ ○ ○
31 Mo15 Florschütz, Gottlieb (Kiel)
Arthur Schopenhauer und das Okkulte.
Swedenborgs Sehergabe und Kants






77巻・議論 1996 ○ ○ ○ ○ ○
32 E13 Goedert, Georges (Luxemburg) Schopenhauer - Ethik als Weltüberwindung 「ショーペンハウアー　世界克服としての倫
理学」






Kiowsky, Helmuth, Der metaphysische
Aspekt des Mitleids. Schopenhauers Ethik




78巻・書評 1997 ○ ○ ○
34 Mo16 Köhl, Harald (Bickenbach)
Schopenhauers Kritik am moralischen
Sollen
「道徳的当為に関するショーペンハウアー
の批判」 78巻・議論 1997 ○ ○ ○
35 C2 Libell, Monica (Lund)




36 E15 Hallich, Oliver (Düsseldorf)
Ethik ohne Metaphysik? Schopenhauers





82巻・論文 2001 ○ ○ ○
37 E16 Baum, Günther (Düsseldorf)
Die metaphysische Grundlage der
Schopenhauerschen Ethik
「ショーペンハウアー倫理学の形而上学的






Mitleid, Metaphysics and Morality.
Understanding Schopenhauer’s Ethics
「同苦と形而上学と道徳　ショーペンハウ
アーの倫理学の理解」 83巻・論文 2002 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
39 M11 Wischke, Mirko (Olmütz)
Jenseits der Grenze möglichen Verhaltens.
Adorno, Plessner und Schopenhauer über








Durch Leiden lernen. Schopenhauer
zwischen Mitleid und Weltüberwindung
「苦によって学ぶこと　同苦と世界克服の間





Koßler, Matthias, Empirische Ethik und
christliche Moral. Zur Differenz einer areligi
ösen und einer religiösen Grundlegung der
Ethik am Beispiel der Gegenüberstellung












Libell, Monica, Morality Beyond Humanity.
Schopenhauer, Grysanowski, and





43 C3, E20 Škof, Lenart (Koper)
Metaphysical ethics reconsidered:
Schopenhauer, compassion and world
religions
「倫理の形而上学の再考　ショーペンハウ
アー、同苦、そして世界宗教」 87巻・論文 2006 ○ ○ ○ ○
44 Mo23 Zimmer, Robert (Berlin)
Philosophie der Lebenskunst aus dem Geist
der Moralistik. Zu Schopenhauers
Aphorismen zur Lebensweisheit
「道徳的精神からの処世術の哲学　ショー
ペンハウアーの人生知への格言に対して」 90巻・論文 2009 ○ ○ ○ ○
45 Mo24
Schmidt, Alfred (Frankfurt am
Main)
Religion als Trug und als metaphysisches





91巻・論文 2010 ○ ○ ○ ○ ○
46 Mo25 Mannion, Gerard (San Diego)
A "Godless" Road to Redemption? The









Wolf, Jean-Claude, Eduard von Hartmann.
Ein Philosoph der Gründerzeit. Eduard von
Hartmann. Eduard von Hartmann.
Zeitgenosse und Gegenspieler Nietzsches.
Eduard von Hartmann: Die Gefühlsmoral.







48 M14 Kamata, Yasuo (Sanda/Japan)
Kunst - zwischen Mitleidsgemeinschaft und
Diskursgesellschaft
「同苦的共同体と言論的社会の間の芸術」 93巻・論文 2012 ○ ○ ○ ○
49 M15
Beisel, Marie-Christine (Freiburg i.
Br.)
Mitleid - Neuronales Spiegeln von Gefü
hlen?
「同苦　神経的な感情の鏡？」 93巻・論文 2012 ○ ○
50 C4, Mo27
Cartwright, David E. (Whitewater,
Wisconsin)
Compassion as Moral Clairvoyance. The
Core of the Poodle
「道徳の千里眼としての同苦　プードルの
核心」 93巻・論文 2012 ○ ○ ○





2012 ○ ○ ○







2012 ○ ○ ○ ○ ○
53 Mo28 Noller, Jörg U. (München)
„Was den Willen bewegt“ Kant und





93巻・論文 2012 ○ ○ ○ ○
54 Mo29 Zimmer, Robert (Berlin)












7 34 30 16 16 7 8 11 18 8 13 6 4 5 4 2 5
海外先行研究基本情報
基本書誌情報 評価基準1：使用文献 評価基準2：個別的テーマ
＊冒頭の番号は、C’、Z、Aをのぞいて、『ショーペンハウアー年報』に載せられた論文タイトルの分類を示す。
（M＝Mitleid、C＝Compassion、PI＝プラトン的イデア、Mo＝Moral、E＝Ethik）
C'は『ショーペンハウアー年報』以外の論文でCompassionを主題としたもの、
Zは„Zeit der Ernte"（単行本）の収録論文を示し、AはAlber社の単行本を示す。
補論二　海外先行研究基本情報（127頁）
